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研究成果の概要（和文）：本研究では、変化の激しい現代の専門職の生涯キャリアを展望する手立てとして、女
性医療専門職を起点に、専門職者が自らのキャリアの軌跡をたどり、振り返りを行う研究／実践方法論の開発に
取り組んだ。理論・実践研究から構築した「生涯キャリアヒストリー法」は、lifelong（中長期的視点）と
lifewide（仕事と生活含む幅広くとらえる視野）を統合した「生涯」を軸とする省察（振り返り）のメソッドで
ある。2023年3月、省察プロセスと支援法の理論的検討、インタビューやオンラインセミナーの報告等を網羅し
た共著書『医療専門職のための生涯キャリアヒストリー法ー働く人生を振り返り、展望する』（明石書店）を刊
行した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we worked on the development of a research and practice 
methodology for professionals to trace and reflect on their own career trajectories, starting with 
female health professionals, as a means of looking at the lifelong careers of professionals in 
today's rapidly changing world. In March 2023, we conducted a theoretical study of the reflection 
process and support method, In March 2023, he co-authored a book, "Lifelong Career History Method 
for Health Professionals: Looking Back and Forward to a Working Life" (Akashi Shoten), which 
includes a theoretical review of the reflection process and support method, reports from interviews 
and online seminars, and other information.

研究分野： 生涯教育学

キーワード： 生涯キャリアヒストリー法　医療専門職　生涯キャリア　キャリアヒストリー理論　専門職教育　医学
／医療者教育　ジェンダー　キャリア（リ）デザイン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代の専門職者は、高度に複雑化・高度化・多様化する社会変化に即応したスキルや実践知を求められる。この
ような専門職のキャリア省察ツールとして、成人教育学・専門職教育学上の学術的意義が大きい。近年のコロナ
禍では、医療専門職者は日々現場の直近の業務に専心を求められ、先の見通しや中長期的な視野を持ちにくい状
況の中、燃え尽き症候群や心身の疲労による休職・退職、就労意欲や将来展望の喪失等も指摘される。専門職者
が改めて自らの仕事と生活、周囲との関係性を「生涯」の時間軸でたどり捉え直し、キャリアのリデザインを可
能にする点で、専門職人材育成上の社会的意義があり、医療以外の専門職の生涯継続教育にも適用可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

2006 年以降、代表者は日本医学教育学会で医学教育専門家認定制度の構築・運営に携わる中

で、現代の医療者は常に、専門職としての自己省察、専門職的状況と社会的ニーズに的確に対

応できる資質・能力とアイデンティティ、キャリアの能動的な構築・継続を求められる一方

で、専門職性（Professionalism）の基軸となる価値観形成に向けた自己省察の機会に乏しい点

に注目した。「燃え尽き症候群」「現場撤退」等が問題視され、医療者のキャリア研究がよう

やく始動する中、専門職の養成・研修の現場、各専門職者の自己形成と自己研鑽において、①

生涯を見通した職業継続教育（CPD）の研究方法論、および②自己省察を中核とし、生涯的視野

で自らのキャリアを振り返る／見通すための学習方法論が求められると考えた。 

また現代の専門職が共通に抱えるこれらの課題が、女性医師や女性看護職など女性医療専門

職のキャリアをめぐる問題に顕著に反映される点に注目した。女性医療専門職は、育児や介護

など従来女性に期待された家庭役割の再配分が図られないまま、一人の専門職としての現代的

課題に直面するからである。代表者は、2013～15年度の科研「日英の女性医療専門職の生涯キ

ャリアと養成・支援に関する総合的研究」（基盤（B）研究代表者：渡邊洋子 課題番号

25285212）に着手する一方で、単著『近代日本の女性専門職教育―生涯教育学から見た東京女

子医科大学創立者・吉岡彌生』（明石書店，2014）を刊行した。同書では医師を「女性参入

型」専門職（「男性を前提に成立し、後に女性の参入やその増加により一定の構造変容が見ら

れた専門職域」）と捉え、女性医師のキャリアや生き方をめぐる問題構造と課題を検討した。

他方、看護職は「男性参入型」専門職であり、問題構造と課題が非対称な形で存在している。 

以上を踏まえ、代表者は、現代の女性医療専門職の生涯にわたる職業継続教育の課題、特に

女性医師のキャリア形成・継続をめぐる実践的課題に注目した2016～19年度の科研「女性医療

専門職における生涯継続教育の方法論開発―キャリアヒストリー法の構築と活用」（2016～19

年度基盤（B）研究代表者：渡邊洋子 課題番号16H03763））に取り組み、キャリアヒストリー

法の開発を試み、その原型を作る共同研究を行った。本研究は、同研究の成果をもとに、同メ

ソッドの理論的基盤を明確にし、バージョンアップさせようとする発展的研究である。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、女性医師や女性看護師など医療専門職の女性たちが、生涯的視野に立って自らの
キャリアを形成できるようになるための研究・実践方法論の構築、およびそれに向けて有効かつ
効果的な支援を行うための方法的探究を目指している。 
本研究は、前掲「女性医療専門職における生涯継続教育の方法論開発―キャリアヒストリー法

の構築と活用」において開発した研究／実践方法＝「キャリアヒストリー法」を、医療者養成の
現場で、理論的根拠をもって利活用できるメソッドとしてすべく、基盤となる理論の構築、実践
的方法論の精緻化と一般化に向けた検討、および専門職や専門職教育の現場における効果的活
用法の構築・提起、を目指して取り組んだものである。 
 

３．研究の方法 

  
（１）定例研究会の開催 

（２）キャリアヒストリー法のフォーマットおよび実施マニュアルの吟味・改訂 

（３）モニターセッションの実施と振り返りによる（２）の精緻化 

（４）オンライン仕様のセミナー／ワークショップ実施方法の構築 

（５）オンラインセミナー／ワークショップの実施 

（６）海外の動向調査 

（７）生涯キャリアヒストリー法の理論的構築と論文化 

（８）研究成果の共著書へのとりまとめ 

 

４．研究成果 
 
 ≪研究成果に至る経過≫ 

2019 年度は、キャリアヒストリー法のフォーマットと実施マニュアルの暫定版の試行・検討
など、実践研究が順調に進んだが、2020 年度に新型コロナ感染症の拡大で対面活動や海外渡航
が叶わず、研究全般の軌道修正を余儀なくされた。コロナ禍で多くの医療従事者が目前の医療活
動に追われ心身の疲弊が問題視される中、医療専門職が自らの働き方を中長期的な視野で捉え



 

 

直し、今後を見通すキャリアヒストリー法の存在意義と貢献可能性の確信を得て、オンライン定
例研究会で、オンラインセミナー／ワークショップの開催方法とメソッドとしての精緻化に向
けた検討を重ねた。2021 年度には看護系研究誌『看護研究』（医学書院）で本研究を紹介する機
会を得た。一連の実践研究から、①類似方法論との差別化の必要性、②「生涯」を明確に位置づ
けたキャリア認識の必要性から、2022 年 1 月に「キャリアヒストリー法」から「生涯キャリア
ヒストリー法」へと名称を変更した。「生涯」は Lifelong（中長期的視点）と Lifewide（仕事と
生活含む幅広くとらえる視野）の視点を統合するものである。さらにこの名称変更の経緯を跡づ
け、実践における省察と省察的思考を成人教育学的視点から考察し、省察プロセスや学習支援者
の役割を検討した論文を刊行した。2022 年度は、このような「生涯キャリアヒストリー法」に
ついて。その趣旨の周知、および趣旨に沿った適正な利活用を促すために商標登録を行った。さ
らに、出版社に交渉し、以上の理論と実践と本研究への取り組み経緯をまとめた共著書を編集・
執筆し、『医療専門職のための生涯キャリアヒストリー法―働く人生を振り返り、展望する』（明
石書店、2023 年 3 月、全 192 頁）として刊行するに至った。 
 
《研究成果としての「生涯キャリアヒストリー法」の全体像》   

 

 
出典：『医療専門職のための生涯キャリアヒストリー法』85頁より転載 

 

《具体的な研究成果》          ＊３の研究方法に即してまとめる。 
   
（１）定例研究会の開催（計 41 回） 

2019 年度：対面 6 回、2020 年度：オンライン 12 回、2021 年度：オンライン 11 回、 
2022 年度：オンライン 12 回 

 
（２）キャリアヒストリー法のフォーマットおよび実施マニュアルの吟味・改訂    
（３）モニターセッションの実施と振り返りによる（２）の精緻化 
 
前の科研で作成したキャリアヒストリー法のフォーマットおよび実施マニュアルの暫定版を、

実践場面に合わせて改めて吟味・検討した上で、医療系学生を対象とするモニターセッションを
2 回（医学生 4 名・2019 年 7 月、看護学生 4 名・2020 年 2 月）を実施し、その振り返りをもと
に、フォーマットと実施マニュアルの精緻化を行った。これらの完成版とその解説は、（８）の
共著『医療専門職のための生涯キャリアヒストリー法』第 2 部実践編・付録に所収。 
 
（４）オンライン仕様のセミナー／ワークショップ実施方法の構築 

2020 年度に実施を予定していたワークショップの対面実施が新型コロナ感染症により不可能
になったため、対面の実施方法をオンライン化に対応すべく、検討作業と試行を通して、オンラ
イン仕様の方法論を構築した。 
 
（５）オンラインセミナー／ワークショップの実施と振り返り 
 ① 第 53 回日本医学教育学会 ワークショップ（2021 年 7 月） 

「キャリアヒストリーで仕事（work）と人生（life）を振り返る」 
② 医学書院 科研費委託セミナー（2022 年 2 月） 
生涯キャリアヒストリー法研究会主宰オンラインセミナー 
「医療者のための生涯キャリアヒストリー法―医療者としての『これまで』を振り返り、こ  
れからを築く」 



 

 

③ 新潟大学医学部医学科医学教育センター ひと尋の会（2022 年 3 月） 
  「生涯キャリアヒストリー法とは LIFELONG CAREER HISTORY METHOD ― 女性医師の課題  

点と医療人キャリア教育に向けて」   
 
（６）海外の動向調査 
女性医師の生涯キャリア発達と人的ネットワーキングに関するカナダ現地調査（「カナダ女性

医師連盟 （Federation of Medical Women of Canada, FMWC）第 95 回年次大会（2019 年 9 月 20
日～22 日）に代表者と犬塚が参加し、マクマスター大学医学部を訪問して、医師養成に関わる
ヒアリングを行った。犬塚は前年の第 94 回大会にも出席している。 
 
（７）研究成果のとりまとめと公表 
 
【共著書】 
渡邊洋子（編著）・犬塚典子・池田雅則・池田法子・柏木睦月『医療専門職のための生涯キャリ
アヒストリー法―働く人生を振り返り、展望する』、明石書店、2023 年、全 192頁。 

 
【単著】 
渡邊洋子『新版 生涯学習時代の成人教育学―学習者支援へのアドヴォカシー』、明石書店、2023 
年、400 頁（95 頁に、コラム「生涯キャリアヒストリー法」を掲載）。 

  
【主な論文】 

種村文孝・犬塚典子・池田雅則・池田法子・渡邊洋子「ライフラインチャート活の到達点と課

題―女性医療専門職のキャリア研究方法として」『創生ジャーナルHuman and Society』第2

巻、新潟大学キャリア創生研究会、2019年、118-129頁。 
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130-149頁。 
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13. 2019年、133-147頁。 

渡邊洋子「医学部入試と医学教育の関連を考える―カナダ・マクマスター大学入学者の属性か

ら」『創生ジャーナルHuman and society』第2巻. 新潟大学キャリア創生研究会、2019年、

123-130頁 

渡邊洋子「医学部入試と医学教育、生涯キャリアをつなぐ初年次教育―カナダ・マクマスター

大学の事例から」『創生ジャーナルHuman and Society』第3巻、新潟大学キャリア創生研究

会、2020年、93-121頁。 
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ジャーナルHuman and society』第4巻、2021年、63-74頁。 
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名称変更の経緯と背景、および省察ツールの機能と可能性」『創生ジャーナルHuman and 

Society』第5巻, 新潟大学キャリア創生研究会、2022年、78-91頁。 

 

 

【商標登録】 商標（第 41 類 教育、娯楽、スポーツ、文化）意匠 6575094、2022 年 6 月。                                           
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